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EMS処理で得た大麦変異体の特性と遺伝
Ⅰ.半優性葉緑素変異体,glossysheath変異体
お よび 滑 it変 異 体
小 四 猛 朗
人為突然変異体についての退伝-T分析は.たんに変異退伝子座の染色体 I･の位位を明ら
かにするのみならず,突然変異誘発源の変舛併発機構を知る上からも虚要である.こうし
た観ノ如 ､ら, 皆者は EMS(ethylmethanesulfonate)処理によって 村た大麦の変輿体
について,迫伝子分析を開始した.いままでに,3和旅の変TL-1体に関する若干の新しい知
見を得たので,ここに維持する.
稿をJ,'げ ろにあたり,つねに変らぬ御桁市をIFvjっった当研'光電の吊帆獲平教授と宏mn7i三助鰍矧こ
詔憶を出したいoまた,プさ験遂行LtTJlnVL御助｢を下さった林 二帆 守尻 7)-Jの両氏と,gTc･ssy
sheath泌伝=TC)扶壬用系統の純子を心よく誹って下さったコロラド･),l.V大草 】ヒ早 T_叔将に蟻淵す
fJ
材 料 と 方 法
本研究 には, ､F膜性葉緑素変5℃休 (OUM 215)辛,glossy sheathの 15変罪体 (OUM
17-31)および 滑空変興休 しOUM 195)を用いた.これらの変罪体の大部分は調性,6
第1表 供試し.rL:地掛分析用系統と排瓢過伝子
系 統 名
敗 色 休
2 3 4 5 6 7
Col.orange N UE,Xc K o s
ColsessIa N Uz B I
K-gl31BI K,SIS,Bl,Hs
胡 _)i:- yh,Hs
lくmul17LI fo,K,
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????? ?
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条の裸麦品篠, 赤神力の横丁･を EMS水溶液.=浸h';.他巧I.して 誘発された しのである. 漢
r二,､｢色汗ヒ鹿泉摘J;a:jl'(I(1､(0■UM 215)と glossyshea【h変j5㌧休の OUM 19および 27の
変災体は,亦神力と適Wu'JHrr)月系統 L T.22(並liL, 2魚,有色, !.1こr<色紙 相 生,底刺
C型,稲作)との交雑篠子を EMSで処理して糾たものである.
変異体の退伝子分析には,つぎの方法を用いじ まず,変FF.･休と表_nJJ_的に琉似する耽仔
の系統と交対fL,その FI個体の表型によって遺伝子の柑同性を,検定LfJ_.つぎに,第 1
J之に示す穐Jtの避誹分析用系統と交雑し,その F2個体について,変換迫仁子と標識遺伝
子との独立性を検定した.そ0)小で,連銀掴操の認められたときは,さらに,その逓5,r!群
に,拭する二つ以上の授 識過伝子をもつ系統と変異体とを交雑し,Ft2および F3を凋べ,≡
点状によって変yl･逝伝子の座位を決定した.
結 果 と 考 察
1,半優性葉緑素変異体 (OUM 215)
この変異体の逝伝子分抑 こついては,すでに蝦告した (Takahashietal.1972a).その
結果を要約すれば, この瀬板東変異は半位性遺伝子 Xaによって支配され, XaXaは幼1'-J一
致死の Xantha,Xaxaはノ日7-1可能な chlorina,そして xoxaは緑色の正常型となる. Jl.た,
Xo追広子仲は雛 1染Ci休の良腕_しこに位腔し,既知のftl.芭退伝-(一件Ik2よりさらに 35,25%
の組換え価で先端部にあ･,た.そこで,本鞘では,この変異体の/l刊 的特性,主としてク
pPフィル址を調べ,ノト育子,T.IL度に対する反応について述べる.
a.変 異 体 の 特 性
この変異体の隻数 よli代紋色で,仰場に播種しても･ん全に越冬し,札の抽出は良く,稔')i
も良WLであった,そして,幼苗期から成紬伯絹まで弧度の高低にかかわらず,柴はつ川 こ
J‡緑色を毒し,正常塾とたやすく識別できる.
第 2末 OUM215の3プ這鞄および'JJ,神プJとCoLsessVの tLIc;Ilgrl.の
クFZPフィル｢ヒ(】5oC,自然光T)
系 統 名
OUM215(lL で;:)
/ (chlorina)
〟 (Xantha)
亦 朴 刀 (ilI 'i;1.-)
Co】sessV(chlom1a)
プF,トクp クロロフィル
F=7 1ル a
(mg/ど) (mg/g)
(P) (A)
0.0085 0.76=12
0.0065 0.4507
0,00二15 0.0112
0.0082 0.8798
0.0076 0.上1806
I/t7Pbフィル でF
(mg/g) (mg/ど)
(日) (T)
0,2646 1.0373
0.1052 0.562∠1
0,0065 0.0222
0.3160 1.20エーO
O.1649 0.6531
??
?
??? ????
?????? ? ???
そこで,変)R.I:-体のクロロフィル最を知るために,15℃の自然光 卜で生育 させた助市の第
1濃身中に含まれるプロトクロロフィル,クロロフィルaおよびbの鹿をエーテルで抽出
する Koski(1950)の方法で 測定した. 既に述べた ように. この変異体の次代系統では
投と同じj-Jf線色の chlorina型のほかに,紺色の正常型と朗こ色で 第 1薬展開後 枯死する
5-I I.'I';HT叶."'t3L.
Ⅹantha型を分離するので,これら3表盟gJf阿体別にクpロフィ/L,且を調べた. まJ=,秦
考として,chlorina変異休U)一つ,ColsessV とL常型で原材料の,交配純である赤神)J
を加えた.
第 2表には,これら5概の材料について,ノL葉 1gあたL)のクロロフィルTliを mg削;/-_
で示した.まず,OUM215の chlorina型と正常型とを比棟して･ちよう.ChlorinaT.Jの
クppフィル全idは正常迫の約半分であ り,とくにクロロフィルbの丑が少ない.その結
果,ク.]ロフィルbに対するクPPフィルaの値 (A/B)は chlorina型で著しく高 くな
った.また,クPPフィル全丑に対するプ'コトクロロフィルiTi:の比 (P/T)ち,正常週よ
り chlorina型で福い. つぎに,二つの chlorinaiH=J.,OUM215と ColsessV とを比柁
してみると,プロ トクロロフィ/i,およびクPE)フィルaの値は相似していたが,クT]ロフ
ィルbiBIは OUM215で明らかに少なかった.
以上の結果から,OUM215の chlorina型でみられる断 どな仲微は, クロロフィルb
EL-が少ないことである. そして,この薬練糸資料 こ凹 をする迎伝子 Xaはクロロフィルb
の生成経路の一部を阻止するか,あるいはクPPフィ/L,bを破披する働きを もつものと解
される,
b.異なる温度条件下でのクロロ7ィル宜の変化
一般に,葉緑素7,Qirti体は帽.ILで育てたときはピタPPフィ/Lの′卜戒が悪 く,氾畦反応,J).:
軒Jnlであるといわれている. そこて,OUM215の xantha.chlorinaおよび 正.て:;の3柿
の個体と ColsessVを･5,15および 25℃ のF'r然光下で育て,第1某のクpPフィル肺の
変化を調べた,
第 1岡かりリ帖 かなように,すべての11Jのクロロフィル榊 土牛育温rt一村 代く/.r.るにつれ
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て械少した.なかで も,ColsessVのクロロフ ィノtの減少罷ほ 呂●しく,5℃で育てたとき
の顎 1柴は';E令に淡胡化した. 一方,OUM 215の chlorina-)_BI.は低脱でも クロロフィル
肘 よそれほとljuA:せず,pLE常型と似た温度)j応を示し/i,これらの帆 加工クpロフィルa
および bについても認められた,
このように,OUM 215の chlorina塾は, いままてに 報告された3,くの葉緑素変j.i淋
とは異なるので,クppフィ/L竹 戊機桝の研究 上,興味ある糊料である.
2.Glossysheatlt変異体 (OUM 17-31)
大要の変興体の中には,葉,兼梢,柁あるいは槌の表面に騰状物質 (wax)の丑が少な
いものがある.これらは一見して正常型とたやすく識別てき,あたかも waxがないかの
ようにみえるので,waxlessあるいは eceriferum 変児休と呼ばれている. また,wax
の少ない部分は光沢があるので, glossy変異体ともいわれ, さらに詳しく,その郡†吊こ
よって,glossy】eaf.glossysheathおよび glossyear変界体に分けられる.日本の大
変にもこの称の変災体があり,薬に waxが少ないものは水を抄･rけてもはじかないため,
｢砧,=れ軌1,また,棄靴やfT-に waxの少ない変則 串よ｢ili金豪.｣と,それぞれ呼ばれてい
る.
賦 丘,Lundqvistetal.(1968)は入れ突然要ダいこよって得た多数の eceriferum変輿休
を詳しく調べた.その結果によると,waxのま-,たくない変災体は見当らなかっF=. そ
して,waxの形,大きさおよび故はJRI･官や eceri/erum 変取遺伝子 (car)によって異な
fJ7,3Jri GlossysheathTカ,_兇系統のも/AgS .迫伝子の1川司件
gs wilXの多少 gs泊に子株'逆用
冶伝=f圧 せ 髄抑 相 槌 系統の 悦 'r"-.租
gs 変 弊 系 統
g∫. 一日 一 一 一 一 Ct5818 0UM 18,OUM 21,OUM 28
Non一glaucousboots,T.119
E72*.E93,E12l,E 128
E168,E330,E370,EU●'.0
F670.E676
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リjX.大老
Vantage OUM 19,OUM 25
Mars OUM 23,OUM 27
Gatew<ly
Jotun V.】fl-3ぢ
Domen OUM 17,OUM 20,OUM 26
孔 食 -)1
F:120.E′126
??〝?
〝
??
??
?? OUM 22
0UM 24,OUM 31
OHM 29
0UM 30
JIr■_'､7:研究
り,とくに形は針状,盤状あるいは不盤形のもV)/A:と様々であった. また,waxの主成
分は長い鎖で紡合し[=脈肪屈化合物であるといわれている.
a.変異 休 の特 性
本実妹に供試した glossysheath変異糾 よ,節rLTJ伸長を捌始するまでほ正常型と何ん
ら変らないが,触ばらも捌ごろになると止兼を 含めF=上位英の薬将の waXが少ないた
め,たやすく識1州できる.しかも,a');3蓑に示すように,変災体の多くは,たんに典靴の
みならず,梓や地にも waxが少ない.ただし,gsう退伝子をもつ Jotunからの glossy
sheath変異体と岡育3I,j･は 例外で,輩柵を除く他の器で,:の waX血が ほは正常型に近
い.
b.変異遺伝子の相同性
EMS処理に よって得た glossysheath変異体は OUM17-31の 15唖である. さら
に,当研究室で保有されている glossysheath系統には-チヨービヤ産の12系統,u本庄
の坊主大麦,連鎖分析用の4系統および glossysheath追伝子の明らかな6系統 (gsL～
gs6)がある.そこで,これら変災体および系統の総あたり交雑を行い,F.個体の兼靴の
wax.J址を観察し,変災追伝子の和同性を検定した.
その結果は第3蓑に示すように,OUM 変異体 15のうち,10柾は gsl,gS2.gSaある
いは gs6のいずれかと相同で あった,残 りのうち,4柾は gs1-gSoとは 共FJ:る別の泊
li三千座の変異であり, しかも,それらは OUM22.OUM24と31,OUM29の3即に分
けられることがわかった. なお,残る1唖,OUM30はすべての交雑種子の.h乳の発育
が良いにもかかわらず,雌の形成/+;睦めて愁 くて発ji':しないため,粕剛生は 末確一誌hJ.であ
る.
エチオビヤ座の glossysheath系統の大部分は gs.jLi転子を共有するものであるが,
E120と426は別の退fL･子 gs｡をもって い た. 坊主大安も gs.遺伝子座 で の変災体で
あるが,蓑型的には waxのrinが他の変児体より多かった. また,岡育3号と顔金麦は
McProud(1971)のkLIj巣と同じく,それぞれ gs5および gs6遺伝子と相同であった.
他の連鎖分析用系統,Non-glaucousbootsと T.119は gslと相同であり,外部形態的
にもェチオビヤ塵の系統とtIl似していた,
C.変異形質の遺伝
変災形ffの迫伝性を知るために,glossysheath変異体と･'tll'4蓑に舶ける辿鎖分析用系
統と交雑し,そのF2個体について分靴状況を調べた.
雛4蓑によれば,各 gs退伝子郡の F2でuLF'.常型と glossysheath型が3:1に分姓
した.二 ･三の交雑で分離比に多少のitfみかもられたが,これは F2曳き用を温宅で密梢成
増したので,glossysheath型の一冊が枯タELたためと考えられる.
以上の結果から,EMS処坪によって誘発された g】ossysheath変災形矧 よ,それぞれ
･11劣性の迫伝子によって支配されることが11Jった. rJ:お.既存の gs.～gs6とは搬なる泊
伝子をもつと考えられる変異体については,LlT実験中であり,別の磯会に激化する1'-定
である.
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拍4ノ< Glossysheath,Eil'/(作と.他部分冊日系紙との雅帥F2にIrO･け,.〇gs)lJZriの分離
諾 f_ 父 維 ‖-･i;i;Jil･ gs型 計 (3T.) P
BS. OUM 18×CoLorange l`)
〝 XJlik ･ 31
/ ×Val上さ 2′1
0UM2Lxlく一gL3-Tj1 37
K一g13-gTSIXKmut17LI L3
gS2
BS3
g∫l
OLIM 19×Nigrinudum 210
I/ ×ColseさミSIa 205
〝 XOrange】emnla 193
SmyrnaxOUM 19 337
J3 238 6.lot 0.02>
125 4-11 2.63し 0.2-0.1
62 309 ･,i.014 O.05>
133 5t2 0.26() 0.7-U,5
135 574 0.67L 0.5-0.3
67 277 0.097 0.8-0,7
74 27(J 0.345 0.7～0.5
72 265 0.665 0.5-U.3
111 LH8 0.012 >0.9
r'h'82EJXOUM 25 396 116 512 】.500 0.7-0.5
OUM 23xNigrinudum 2L5
〟 ×Colsessla 209
J メ01-angClemnlt1 207
0UM 27×貴 去 269
0UM 17×Nlgrlnudum 204
J/ XColsessla 22l
J Xh ),･ 211
/ ×VehR 213
0UM 2OxNlgrlnudLIm 202
〟 ×ColsessJa 21I
〟 ×Orangeユemma 215
70 285 0.029 0.9へ0.8
81 290 1.329 0.3～0.2
63 270 0.`10O 0.7-0.5
66 335 5.016 0.05>
O.388 0.7～0.5
59 28() 2.305 0.2-～0,1
55 266 2.652 0.2-～0.I
65 278 0.388 0.7-～0.5
78 28O 1.219 0.3～O.2
tlLi 279 0,059 0.9～0.8
66 28L 0.343 0.7-O.5
d.変異遺伝子の連鎖関係
Glossy sheathjEik子のうそ',gs3-gSGについては連鎖分析の結果が報告されてし､る.
すなわち.gs3ほ第1染色体上の brachytic退伝子 brと24.1%で逓餅し(Walkeretal.
1963),さらに帖.nlの chlorina池広子 fcとの組換え価は 2.0%であった (Rasmusson&
Lambert1965).gs.は第6染色体上の樺色執心転子Oと密掛 二通鎖している(Walkeret
al.1963).また,gs5ほ第 2染色体 との幅広遭軌 出は子 eと2,5%て適排し (Rusmusson
& Lambert1965),gsGは同じ第 2染色体上の);･i三二之と退広子 skと9.5%でjtB排してい
た (Takahashielal.1972b).本鞘て卓上,賊る gs上と gs2の連鎖Lk]師こついて述べる.
gsl遺 伝 子
この迫広子について札 McProud(1971)がTJl'4染色体上の三又だ=迫伝子Kと43.2%
で.出郷していると被告した.この飢換え仙 よかなり大きく,独立退転の可能性も考えられ
るので,さらに 同じ染色体上の K退lL･子)LJ]辺にある他の遺伝子との連鎖園係を明らかに
する必要がある.そこで,節5表に-/A:rTような5種の迎鎖分析用系統と gsl遺伝子をも
つ変粍作と交推し,それらの F2n汁郎こおける形Tlの分離状況を調べた,
第 5表によ,1と,gsLJ出信子と第 51染色体 Ll,7):.rLi信子との関係相 I)]ちかでないれ 他の
58 LF法T=lDTJjt:
六つの狼色体⊥二の拙拙遺伝子とは独iJ'.であ-,た.窮4染色体についていえは,gsl遇(i;了
はK磁伝-7･と交灘AでjLE鎖Bg係が 認められたれ 他の2交雑 では独立分舵を示した.
Takahashieial.(1972a)によれば,K退伝子を中心にして短腕上に chlorina退伝子/9,
長腕上に glossyleaf退転子 gl3 と晋粒地伝子 Blがあり, K 泊伝子との組換え価はそ
れぞれ23.3%,24.4% および34.7%である. さらに, 同染色体 卜には 満撤退広子 yh
と葉仰イ了毛脳lji子 Hsもある (Takahashi& Hayashi1966). そこで,これらの追広子
と gsl遺伝子とのLu,.I(-{をみたが,いずれの脳に:.子とL,独立であった.
約 52く gSl出た+と椛 の々).L雛群軌.故地k子との独立分離 (F2)
P.TI'.誠逝伝f X
- 友邦*
X x Csl gSI Csl
? ?
? ? ?
? ‥
? ?
? ?
?
?
?
?
?
?
???
?? ?? ??? ? ? ? 】
t
計 xeI. P
6O 14 238 0.017 0.9-0.8
?
?
?
?
65
8 179 0.OOL >0.95
『? ?
52 ユ5
28 68 15
47 52 15
103 107 2日
37 Jt)
I02 1.)5
99 121
?
???
? ? ?? ? ?? ? ??
? ?
? ? ?
?
0.736 0.5-0.3
I,683 0.2～0.1
0.392 0.7.､0.5
0.316 0.7ノー0.5
0.392 0.7～0.5
? ???? ? ?? ?? ??? ??? ?
? ??? ???? ?? ????? ?
?
? ? ??
?
?
?
? ? ?
?
? ?? ?
? ?
??
? ?
?
??
? ?
?
?
? ? ?
?? ?
? ?
?
?
? ?
?
? ?
? ?
?????? ??????? ?????????
? ? 〜
?
?
??
???
0.7′､0.5
0.05>
0.7～0.5
0.9～0.8
0.1>
0.7へ0.5
0.2.-0,I
0.7へ0,5
0.2-ー0.i
? ?
0 o A 161 31 3J LJ 238 0,674 0.5-0.3
S s A 153 36 i12 7 238 0.151 O.7-0.5
*A-OUM L8×CoLoraLlge I3-OUM IBx此よ C-OUM 18×VeliR
D-OUM 21×K一g】3-BI E-I(-gI3-gS.×KmuHTi
以上の結果から,gslJ出広子は少くとも第4淡色体上の二IJjtと遺伝子Kをはじめ,仁LfLl
の6迫伝子とは連鎖していない.したがって,今後,他の連鎖机のCI',:.識退仁子をもつ弟妹
あるいは trisomicsとの衣灘によって,gs.,逝転子座のliLTB:を決めなければならない.
982遺 伝 子
この遺伝子の連鎖聞旅を知るた桝こ,gs2.退転千をもつ変輿休と連鎖分析用の6系統を
交即した.第6表には,それらの F｡(Lir机こおける形田の分脈状況を掲げ[=.
55･Ji=(1975) 5tJ
･Y,'6ぷ gs2過はf･とW･.々の追放群帆汲逝伝子との批iL'JI雌 (F2)
t';!･戚退(i;f･ X x
~㌻ ~㌻ 畑 + cs2 gS2 Gs2 gS2 計 x2L P
染色体
1 N n
2 V v
4 K A
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
???
?
? ?
?
?
??ー
?
?
? ?
?
?? ?
?
? ?
??
?
???? ??? ? ??
｣8 28 2 7 9 6.423 0.01>
??
? ?? ?? ?
? ? ?? ?
?
22 265 0.705 0.5′-0.3
28 JLI8 0.571 O.5′-0.3
31 5 12 0.347 0.7.､0.5
12 26′l l.946 し).2.～0.I
16 277 1,043 0,5.～0,3
32 ノ148 0.671 0,5へ0.3
???? ?????? ?? 】??? ? ?? ????? ?
1.036 0.5～0.3
0.546 0.5～0.3
0.-120 0.7～0.5
A H8 52 62 15 277 1.396 0.3～0.2
?
?
??? lJ1 52 52 20 265 ().034 0.9～0.8
145 ｣8 59 12 26｣ 1.946 0.2～0.1
7 S s D 25O 82 87 29 448 0.004 >0.9
F 153 -IO S5 16 264 0.061 0.9～O.8
*A-OUM 19×Nlgrinudum 1=OUM igxCoLscssla C-OUM Lg×Ol-LlngelerTlma
D-SmyrnaxOUM 19 E-'Lf.I:82lFj･×OUM 25 F=OUM 25×Col.orange(Xcx,)
gs2冶伝子は 第3染色体を 除 く他の染色体_Lの 軌 故地広子とは,それぞれ 独 立であっ
た.そこで,辿鎖関係のみ られた第 3染色体上の渦性退伝-(-uz,xanlha退信子 xc.I'I色
耕追lif了･al間柏fTJ.の位矧淵係を,F2および 1交雅の F3について;l!.]ベ,その紙 製を第 7
表に示した.
第 7蓑から明らかなように,gs2遺伝 f.は 第 3某色体 トーU)渦性うな伝子 uz と35.09%,
Xantha氾伝子 xcと40.58% および 白色裾 出伝子 alと44.28%の組換え価で 適餅して
(_7/, .LrS2 (-ILtヾ uz XE αJ
第2L-I(I gs2泊LlT･と祈3敬Cilホトの伊.品池LF子とのltW花開拓
*Takahashietal.(1974)によ/i
片一一一
.0-
?
?……
…?
6() 比'I'研究
第 7表 gs2迫lLfLJi,･よびJ7Jr3染色仏卜の拙歳出fi三千拙互の]出節関係
通弧IArLJ一 軒料抑 士俳書地鉢附 分 雌榊 .｣r 航映え価 (%)
Gs2g52-Uzuz l､ま A jl払亡 171:39:44:23 277
F2 B
F･l C
l12 D
j12 E
Gs2gS2-Xcxc
? ?? 〜
?
??
?
?
?
?
? ㌧
?
? ー
? ?
? ? ?
?
?
?
Gs2g52-Alal F2
Uzuz～Xcxc F2
F3(aB)
F3(AB)
Uzu～1-Alal F2
?
?
?
?
?
?
?〞
〞
?
? ?
150:55:43.･31 279
!5円:35:28:44 265
257.80:58:53 448
323:73,71:42 512
川3･-:7t:- 264
?????
?
? ?? ??
?
????? ?
?? ??
95
33二38 71 36.54
19:∠13:32:99 193 43.3 7
58 土 3.56
27Ll:122:8 9 :27 512 Jl.28± 3.46
iIO5:lLO:97:L 413 9.70
8i:17 101 9.19
i:10:21:t31 163 10.76
lO.06±1.39
Tl!k 250:113:147 :2 5 12 11,96土 4 .36
tA-OUM 19×NigrlnudulTl li=OUhlt】9xColsefiSla c-OUM 19)(OraTlgelemma
D-SmyrnaxOUM し9 E-'JZ82Ll×OUM 25 F-OUM 25×Col.oral噌C(Xcxc)
柑 F2-Al:Ab:aB:ab F3(aB)-aaH.B:aaL5b FJ(Al一)-AABB:AaBB:AABb:Aa出b
某を参服してIなると,gs2遺伝子座は雛3染色体の如純ヒにあり, しかも absentlower
laterals追伝(座alsに近接しているものと考える.
3.滑空変異体 (OUM 195)
大変のILiL･には,そのIl･)緒や中央接に多くの舗幽かあるが,巴の先端を快く大部分は鋸蜘
がなくTF-!fhLなものがある.これは滑だと呼ばれ,rl潤 いことには柱.p17.の毛も少ないのが一
般である,このような椙と変災は,人為突然変媒体の中にも見出されている.
榊tp変9'畦の遺伝性についてirL,いままでにいくつかの報告があり,それらの多くは滑巴
変異がiF.劣性の遺伝をするとしている. そして,滑と:FLi伝子として,rh7'.の4泊転子が
明らかになっている (Smith1951,Nlan1964参照).r遺伝子は銅 7圭着き色体十にあり,
防戦j日伝子として広く用いられている.r王は泊広子は榊 手`だ滋伝子で,r遺伝子と同じ那
7漁色体にあり,-T']者は 26.0%の糾換え柚で連鎖している (Atkins& Prey1957). 普
た,ra退伝子ほ第 2または雛 4数色体上.に (､Wels1958.Jenkins 1950).Y.遺伝子は第
1染色体上にある (Srnith1950参照).
木1jZ蚊では EMS処理によって 揖rL-つの紺と変興体 (OU入/i195)の特性と変災形fi-
の泊伝性を明らかにした.
a.変 異体 の特 性
OUM 195の巳の･'Llf性を知る/こめに,仙亡型の原品櫛,赤神)Jを対照とし,さらに r遺
伝子を しつことの 明ら/).な トルコ179と Minn_90-5のfJ'Lli=2系統を参考月料として加
55yiJ･(柑75) Lir
え,これら4系統について,つぎの要領でLiの銀園の分布状況と銀僻の長さを.U.I3べた.各
系統から10個体を選び,主梓の柏の･l｣火郡の主列t-について,巴の良さを 10等分して各
区内の細齢を数え,1cm あたりの値で示した,また,鋸船の長さはLtの先鵜から約 y4-I卜
った部位で測定した.
第 8表によれは,OUM 195の巴の鋸鮒の分布は赤神力と明らかに異なり,巴の下半分
-L-はほとんどみられず,とくに亡の2.㌧部yaの部分では完全に鎚幽かないことかわかった.
?JER衣 OUM L95と3系統の巴の戯欄 の分布',鎌蛙Tの良さおよび杜助の七の数と稔性
系 統 名 Icm あ た ｡ 銘 仙 敬 一 削 艮 碧空 稔比
1* 工I II1 1V V VI VH VHl lX X (mm)の数 (浴)
OUM l95 0.0 0,0 0.0 0.3 1.1 6,0 12.9 28.5 41.5 57.0 0.10 14.4 56,3
亦 神 JJ 79.2 70.4 66.8 66.9 66.7 72.O
トルコ179 0.0 0,0 0.0 0.0 0.0 0.0
Mlnn.90-5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2
?? ????? ???????? ???? ???????
0.20112.2 96.8
0.07 45.2 80.3
0.10 51.2 97.5
*Ⅰ～X-巴を10で打Jしたときの端部～項部
しかも,絹地の長さは OUM195で･塩 く,赤神力の約半分であった.ji-た,比較のために
加えた絹だ 2系紬 土光通して巴の~PF分に鋪幽がなく,銀歯の良さも OUM 195枚度か若
干揖い
租 uiの毛については,巴U)紬叫を 調 ､′'こ同じ放花からf:uJ′i,取 りLtjL,虹Llfl(,L生える七
の牧を調たし,柱頭1本あたりのt･り数で表示Lた.また,王列穎花o)稔性も調へ/I..第
8表の右端∴示jJl'うに, OUM 195の札川の七:上他の系統より明らかに少なく,稔性も
約半分8,11'lt卜した. トルコ179と Minn.90-5の網だ系統の柱頭の毛は 赤神力の約1/2で
あり,稔性:tトルコ179でLT低下した.
このよ,i)に,OU丸/i195は他の(･けど系統に比へ-1_姐･lが多いにもかかわLJず, 桂 川の毛
が′少なく,稔性oL)低下が;dJしい.この点で 7.illJ;千二二よる滑亡′酎■･tとはりJtL,,'J､.'_I..lなる,
b.変異形質の遺伝
OUM 195とトルコ179との交雑 Flの巴は,すへて粗巴てあった.したがって,この滑
已:変異:'日伝-7･ほ r脳伝子とは異なるといえる,つぎに,OUM 195と連鎖分析用の3系統
TJIJ9=R OUM 195とi･u誹分析用系統との雅梯 1:2における附との分離
交 雑 粗 だ 滑 亡 ･l (3,721) P
OUM 195×Nigrinudum. 256 75 331 0.968 0,5-0.3
OUM 195XColsessla 39 17 56+ 2.558 0,2～0.i
0UM 195×Orar唱elemmZl* 236 52 288 7.∠108 0.Ol>
OUM 195xOrangelemma榊 376 105 481 2.579 0.2-0.1
→:三叉亡個体を挽いて.#･h.j二
～.料:196LJ年 わよひ 1970咋o)戒も■L
62 £u,i,羊li]F光
と交雑し,それらのF2に心トトる粗LL:と紺との',)雛を調べた.
第9表の 3交雑のうち,Colsesslaとの交雑に ついては F2個体の弘 が三叉巴である
ため,粗Itと滑巴の区別が閃難であった.そこで,三叉巴を除く個体についてだの粗耐性
を調べた.また,Orangelemma との交雑では,1969年の試験で.IL1･-tl'個体が期待値より
明らかに少なかったので, 翌年,再び同じ交邦のF2iLi団L(栽培し,分離状況を調へた.
その結果,3う紺仁とも,削Eさと附IL･の分離比が3:1に適合するので, この附LL･変J.i(もTi'.-
1Jl生)出伝子に よって 友配されると与えた. ここに,第 5西日の沼JLL変見過伝子として,
(r5)と仮称する.
C. 変異遺伝子の連鎖関係
上記の3交雑のF2について,第 10表に掲げる軌就退伝1-と滑空変異迫伝子 (r5)との
独立性を検定した,桝だ脳広子 (r5)は排性遺伝子n(第 1淡色体),6条迫広子 u(2),氾
性遺伝子 uz(3).三文だ迫伝了 K(4),黒色歓迎伝子 B(5)および C型舷側遇伝子 S(7)
とそれぞれ独立の分離/lY･示した. しかし,雛6ガとel体上の姪色新酒伝子 Oとは 逓排他係
にあった.
窮10長 (r5)辿伝fと七つの淡色イt;上の腔識施li:千との独立分離 (F2)
標故地伝子 机だ=(X) 脚 だ (x)
7-7~ 交雑 Y , Y , りI x2L P
????? ?? 】? ????
??
??
? ? ??????】?
4 K A B
5 B b A
38 14
58 17
_18 27
32 20
88 1.211 0.3′-0.2
31 0.040 0.9-0,8
31 2.311 0.2-0.1
88 0.889 0,5-0.3
166 39 17 222 0 .872十 0.5- 0.3
(X +I)
18lJ 67 5二2 23 33 1 0.511 0.5- 0.3
6 0 o C * 14 7 89 5() 2 288 24.4 99 地 中
C ** 24 7 129 10LI J 481 45 . 3 34 I
7 S s A l96 60 52 23 331 1.507 0.3-0.2C¥ 179 57 31 18 288 1.784 0.2～O.1
A-OUM 195×Nigrinudum B-OUM195×Co】sessla C-OUM 195×Orangelenllla
*.**-196(J年.k;よひ197O年の成gl乙i
十-12:3‥1としての′r之L他
そこで,Orangelemma との交掛こついて Fa系統jf成析し,系統内の滑LtとfU.色韻
の分離を調べ,その結果を約 11穀に掲げた. この交紬 よ前述のように,木でノT;LIJ1969
年の F2試験の耐Lt個体数が理論値よりも少なか･つた. そのため,**て表わした次年の結
果も加えて平均すると,(r｡)退転子とo冶伝子との組換え仙は11.77%となった.
いままでに報岱された滑空退伝子のうち,r:-T･.う宜伝子をもつ系統が入手閃難てあるた
め,(r･,)泊転子との相IrTj性検定はできなか-,[=.しかし,これらの池広子は前述のとセ;),
55巻 (1975) b.',
･]'111,)ミ OUM195とOrangelemmaとの安雄における(r5)退伝f･と
舞6染出休 I二の0迫仁子との地銀的係
jl緋退転f
Aa～Bb
汽料源 分 離T 計 組 換 え 価 (%)
(R57｡)～O o F2 1L17:89:50:2
(川Lk) F3(Ab) 70:17
F8(aB) 36:9
F3(AB) 3:23:20:loo
F2 247:129:104
Fa(Ab) 73:13
Fa(aB) 38:9
??? ?? ? ???
?
?? ?
16.
10.
H 4･15iL･6 1*l
lL去 二三 三 .i .Ll.77土,. .9
97土1.75 本 ホ
8 ?, I
TF2-AB:Ab:aB:ab F3(Ab)-AAbb:Aabb F3(aB)-aaBB:aaBb
F3(AR)=AAB13:Aat3B:AABb:^aBb
*.**-1969咋および1970年の成b'(
いずれも第6淡色体上にはri:いことから,(Y,)Ja広子かまったくBIJの新しい指と遺伝子で
あることは確かであろう.つぎに,第6染色体の迎鍬打封土発見が新しい (Ramageetal.
1961)ため標識逓伝丁は少なく, しかも,それらは椅色恥 日伝子 Oと密接に連鎖したも
u_)ばかりである (Robertson1971). その∴ てr1.,(r5)退伝子は o迫伝子と11.77%の組換
え仙で連Sflしていることから,有川な肌 :&退広子と考える.
摘 要
EMS処矧 こよって得た3種規の大安変泉休について,それらの特性,変異形質の脳伝
および変鬼遺伝子の遵緋関係を調べた その結果は,つぎのように要約される
1.OUM 215の共振必変jLjt･は半性性逝広子 XGによ-,て女配される.そして,この:,日伝
子はとくにクロロフィルbの′L戊を随意するか,あるいは破壊する作用をもつ.この作用
効果は生育Itul1度によってあまり貞∠群されなかった.
2.OUM 17-31の15glossysheath変異体についての相同性検定の結果, これらを
8群にわけた.そのうち4群はそれぞれ gs.gs2,gS3および gs6迫伝子座で変 !J!(-したも
のであり,他の3紳 士未知の泊伝子鹿の変娘であった.残l)の1才附よ未確認である.
gsL遺伝子は都4染色体上の三Jkと心伝子Kと迎鋲しているとの被告があるが,K とは
勿論のこと,同逓鮒 打ojf9,gla.Bl.yhおよび Hsの /ji迫転子とi'独立であった.gs2
迫伝子は第 3染色体上の舶性:･gi伝子 uzと35.09%の鮎換えrl"]を/Jミし, .fQ･そらくabsent
lowerlaterals池lZ:･子 alsと密接に連鎖しているであろう.
3.OUM 195の附巴変児船 上,節7染色体上の汁j･1:遺伝子 Yをもつ系統より.巴u)紘
歯が多いにもかかわらず柱班の毛が少なく,稔性の低Jllがg･しい.この変異)ii伝･( (r,)は
第 6染色体上の瞳色軌 日伝子 Oと11.77%の組換え価で連鎖している.
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